
3 新  品  種 「ナカテユタカ_J (農試畑作科)

新品種 「ナカテユタカ」は病害 (灰色カビ病,汚 斑病等)に 強

く,病 害多発年ではタチマサリに比較 して収量品質が優 る。とく

に,爽 色が白いことから 「いり爽」に好適 し,品 質ではタチマサ

リに比べ上位にランクされる。

(1)来  歴

千葉県農業試験場 (農水省育種指定試験地)に おいて,多 収,良 質品種の育成を目標 とし

て昭和41年 「関燕8号 」を母に 「334A」 を父に人工交配され,初 期世代は集団育成を

昭和 46年 (F5)で 個体選抜が行なわれ,以 後系統育成を続けるとともに生産力が険定さ

れた。昭和 51年 に 「関東 42号 」の地方番号が付され,関 係各県に配布され,地 方適否が

検討されてきた。

千葉,茨 城,神 奈川,各 県で奨励品種に採用され,昭 和 54年 6月 ,「 らっかせい農林 8

号」)として登録され,「 ナカテユタカ」と命名された。

本県においては昭和48年より2年間農試本場にて 「八系 161号 (R1621)」 として系

統適応性倹定試験に供試された。昭和 51年 からは優良品種選抜試験に取 り入れ,昭 和 52

年からは二戸市米沢,さ らに昭和 54年 からは県北,県 南両分場を加え検討した結果成績良

好と認められた。

ナカテユタカの系譜

千葉半立

千葉 55号

334A

関燕42号

(八系 16ユ号)

昭和 55年  F14

12)特 性の概要

1)形 態的特性

タチマサ リを対象に主要形質を比較すると,タ チマサ リ同様立性であるが,タ チマサリ

よりも分枝が閉 じ,主 茎長はやや短 く,最 長分枝長は同等である。分枝数はかなり多いが,

倒伏はタチマサリ並かやや強い。葉色はやや捜く小葉は長 く,鋭 角的な展開をし,受 光姿

勢は良好である。茎はやゃ細い。爽はタチマサ リ並に大きく,上 爽数は少ないが多粒爽歩

合が高い。爽色は極めて白く見ばえが良 く特に“t りヽ薬 "に好適する。景1実歩合,上 実歩

合はタチマサリ並であるが,百 粒重はやや重い。育成地では粒色はタチマサリ同様淡種褐
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に分類されるが,本 場産ではタチマサリに比較すると赤色がやや模く,粒 揃いも良 く剥実

粒の品質は極めて良好である。

2)生 態的特性

開花期はタチマサリより10日 遅く中生種に属するが,早 生種に近い熟性を示す。タチ

マサリに比べ汚斑病,灰 色カビ病に強く,成 熟後期の落葉は少ない。収塁性はタチマサリ

に比べ低く,特 に密植条件では低下する。低温,多 湿時 (昭和 51, 55)に は病害によ

る落葉が少ないことから粒の充実が良 く,上 実歩合が低下しない。さらに爽色が白く,特

にいり爽の品質は良好である。剥実加工の場合も粒の品質は良 く主流品種の千葉半立に近

い特性を持ち合わせている。

「子実成分は千葉半立より,旨肪,灰 分はやや多く蛋白質,還 元糖,非 還元糖はやや少な

い。食味は良好で千葉粒に比べ甘みはや 少ゝない力斗硬さや,う まさに'規きがない。(育成地)」

マルチ栽培では植穴に爽が集中し,フ ィルム面から侵入する爽がほとんどなく,掘 り取

りが容易で収穫物への付着が少ない。タチマサリより分枝が閉 じているため掘 り取 り後の

結束が容易である。

僧)成 績の概要

1)本 場における成績

(ア)特 性表

グ 車 型

葉
落業の

早 晩

粒 爽

形 状 大 小 色 大 小 杉 色 大 小 色
網 目の

深 浅

ナカテユタカ

タチマサ リ

F 2 働

E 3 t 勤

長

　

中

中

やや大

暗 緑

暗黄緑

やや晩
～晩

早

大の中

大の中

長

やや摂

淡橙褐

淡種黄

大の中

大の中

白

　

褐

やや浅

やや深

(イ)試 験方法 (本場)

年次

播種期

(月日)

収穫期

(月日)
栽 植 密 度

施肥曇  (々 /a)
薬 剤 散 布

N P2Q 屯0 石 灰

51

52

53

54

55

5.13

5.13

5,11

5. 10

5, 10

9 . 3 0

10.  3

9.26

10.  8

9.30

四 X15cれ

1,212オ彩/a

9,215マルチ

1株 1本立

0 . 3

0 , 4

1 . 3

1 . 4

1 . 6

1 . 4

1 . 5

1 . 2

1 . 4

1 . 4

1 . 0

1 . 0

8

8

ダコニール十

無散布

ダコニール+ト ップM  l回

舛コニリッ トッ7M,ス ミラオン5回

回

　

回

５

　

　

２

剤

　

″

ツ
ト
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(ウ)生 育収曇調査

品種名 年次

開花期

(月日)

醸 合舗 材e当り

捌

開

収 曇 承1実

歩 合

吻

上実

歩 合

%

上 実

百粒重

〔〕)し湖

張
働

歓

肉

爽実重

陥 / a )

子実重 牝/a) 膏塑王ルヒ

(勿上 実 下 実 計

ナカテ

ユタカ

51

52

53

5 4

55

7.  9

7.  2

7.  2

6 . 2 7

45

41

4 0

30

40

4 6

46

4 4

33

25.8

2 1 . 7

1 9 . 7

1 8 . 6

20.3

18.8

1 8 . 3

2 1 . 2

17.4

1 5 . 2

32.6

4 4 . 7

57.6

47.1

37.9

1 5 . 0

29.6

30.7

29.9

23.3

5 . 5

2 . 7

6 . 5

2 1 9

2 . 7

20。5

32.3

37.2

32.8

26.0

9 9

91

鶴

鶴

9 8

6 3

72

65

70

働

7 3

9 2

聞

91

9 0

80.1

85.0

94.2

94.4

8 4 , 0

功 7.  3 3 9 42 21.2 18.2 44.0 25.7 4,1 29.8 9 0 6 8 8 6 87.5

タカ

サリ

51

5 2

53

盟

55

6.26

6.22

6.24

6.22

6.18

4 8

2 9

40

2 6

4 3

4 8

3 8

45

3 5

9 . 9

1 1 , 1

9 . 1

8 . 7

1 1 . 4

1 9 . 0

2 1 . 1

2 2 . 6

2 2 . 3

2 1 , 1

32.4

49.6

62.6

56.0

42.2

14.3

33.1

37.8

3 8 . 1

2 1 , 6

6 . 4

2 . 3

4 . 3

1 . 5

6 . 4

20,7

35.4

42.1

3 9 . 6

28,0

100

100

100

100

100

6 4

7ユ

6 7

71

6 6

69

9 4

90

96

77

7 1 . 7

8 7 . 1

1 0 0 . 9

8 9 . 2

69,7

平均 6.23 3 6 42 10.0 21.2 48.6 29.0 4.2 33.2 100 6 8 8 7 鶴.7

lI)特 性調査

品 種  名 年次 倒 伏

病 室
ロ

口

ロロ 質

褐斑病 汚斑病
灰色

かび病
粒の整否 充 実 色 沢 品 質

ナカテユタカ

51

52

53

54

55

無

範

a l L

4 1 1 F

r l F F

微

微～少

微

少～中

微

中

微～少

微～少

少

微

少～中

少

少

微～少

少

やや整

やや整

中

やや整

やや良

良

中

やや良

やや良

やや良

やや良

やや良

中 上

中 中

中 中

上 下

上 下

平均 無
小

微～少 微～少 少 やや整 やや良 やや良 中 上

タチマサ リ

51

52

53

54

55

無

微

無

4 E E

微～少

微

微

微～少

微

微

多

中

少～中

中

中

多

中

少～中

少～中

中～多

やや否

中

中

やや否

やや良

良

中

不 良

やや良

やや良

中

不 良

中 中

中 中

中 上

中 中

ド上

平均 微 微 中 中 中 申 中 中 中
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(力)多 粒爽歩合

年 次 品 種  名 密度はγa) 多粒爽歩合%

5 3

ナカテユタカ

1,212

1.818

2.424

89.1

85.6

88.0

タチマサ リ

1,212

1 , 8 1 8 `

2 , 4 2 4

87.5

85.4

87.9

5 5

ナカテユタカ 1,212 75.3

タチマサ リ 1,212 73.9

2)分 場における成績

(ア)県 南分場  (昭 55)

試験方法

播 種 期 5月 8日   収 穫期 10月 2日

栽植密度 りちれメ15cれ 9,215。P8マルチ使用
施 肥 曇 (″ /a) N.0.2,P205 1・ 0'K20 1・ 0'炭 カル9

品 種  名

開花劇

個日)

競

け湖

弱

脹

修湖

ユ妨

激

(莉

株当 り爽数 収    量 剥 実

歩 合

吻

上 実

歩 合

吻

上 実

髄

(9)

上 爽

関

下 薬

関

爽実重

挽 / a )

子実重

陥 / a )

同左比

%

ナカテユタカ

タチマサ リ

6.19

6.15

４‐
　
　
２

範
　
　
５‐

８

　
　
　

７

６

　
　
　

４

23.9

24.2

３

　

　

　

１

２

　

　

　

２

０

　

　

　

０

盟

　

５５

39.1

3 8 , 0

備

　

∞

７２
　
　
働

９７
　
　
鉛

０

　

　

　

５

踊
　
　
網

品 種 名

病   害

粒 色

粒 の

充 実
品 質

跡

灰 色

かび病

ナカテユタカ

タチマサ リ

少

　

中

少

中～多

,炎澄千島

姻

良

やや良

中 上

中 中
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(イ)県 北分場  (昭 , 55)

播 種 期 5月 12日 , 9,215.P8マ ルチ使用,栽 培密度 拶義π×15c″

施 肥 量  (脅 /a) N-0.3, P205~1・ 5,K20~1・ 5

(4)栽 培上の留意点

1.マ ルチ栽培を行なう。草型が従来の 「タチマサリ」より立性であるため密植されがちで

あるが,標 準密度 9215フ イルムで栽培する。

2.落 葉が遅く,収 穫期力半J定しにくいので掘り取 りは県中部 9月 20日 ～ 10月 10日 ,

県南部 10月 10日 までとし,い ずれの場合も降霜前に掘り取る。

3.良 質な爽実を生産するために,乾 燥には十分注意 し,長 時間降雨にあてないようにする。

爽の表面がカビ等により変色する前にハウス等で仕上げ乾燥を十分行なう。

4.病 害には強いが,発 生 したら早目に防除を行なう。

5.中 生種であるため播種適期が狭く,晩 播は行なわない。

播種適期は県中部 10～ 15日 ,県 南部は5月 5日 ～ 15日 とする。

6.土 壊条件,転 換畑では特に湿害に弱いため排水対策を十分行なう。

(51 適応見込み地帯

特性を生かした良質の白爽を生産するには初霜の遅い県中部以南に適する。

・普及見込み面債

80～ 250筋

・種子曇    40々 (剥実)

品 種 名

調花期

(月[1)

主室長

筋

最長

分枝長

を科

1 次

分枝数

内

株当り

葉数 薬実重

∽ / a )

子実重

拘 / a )

同左 比

吻

剥 実

歩 合

吻

上 実

歩 合

吻

上実

百粒重

(3)

汚 斑

病

灰色

かび病 虫  害

ナカテユタカ

タチマサ リ

6 23

6 21

2 9

31

３５
　
釣

8 . 5

5 5

12.5

15.0

199

1 6 . 1

1 4 1

106

133

100

71

6 6

拓

91

中

中～多

多

多～甚

中

少
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